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のご協力をお願いします！池田町社会福祉協議会会費
令和７年度

パラスポーツの魅力にふれました
　　　 ～ブラインドサッカーチャレンジ～

令和７年度

災害時住民支え合い活動推進セミナーを開催しました

　6月14日(土)、池田町総合体育館にて第２回ふるさとチャレンジ塾を開催しました。今回は松本
山雅B.F.C代表の中沢医さんを講師に、ブラインドサッカーを体験しました。２人１組のペアで、

アイマスクを装着した相手に分かりやすく動きを伝えるゲームや音の出るボールを用いてパスやドリブル
などに挑戦しました。ボールの音やアシストする仲間の声を頼りにコミュニケーションをとることが重要で、
中沢さんからは“声に出して話すこと・聞くこと・相手を思いやること”の大切さについて教えていただき、
体験後には「ピンチはチャンス、失敗を恐れずに挑戦してほしい」とエールをいただきました。参加した児
童からは「相手に分かりやすく伝えるのが難しかった」「楽しく挑戦することができた」と感想がありました。

　６月７日（土）池田町交流センターかえでにて、令和７年度災害時住民支え合い活動推進セミナーを開
催し、約80名の参加がありました。昨年のセミナーに引き続き、講師にNPO法人地域交流センター防災
担当理事の中橋徹也氏、ゲストに能登町春蘭の里事務局長の多田喜一郎氏を迎えました。実際の災害時、
体の不自由な方をどう避難させたのか、避難所から自宅へ戻るまでに何日くらいかかったのか等の質問に、
講師の方々から回答していただきました。
　参加された方からは「日ごろからの地域のコミュニケーションが大切」「災害時どこに避難するか家族と

事前に話し合いたい」等の声が聞かれました。

これからの季節、池田町
周辺の大雨と高瀬川上流
の大雨に注意が必要

避難所では暗い話をせず
に、明るい雰囲気でいられ
るように声掛けをしました

普通会費 １世帯：1,000円

池田町各世帯の皆様にお願い
する会費です。

賛助会費 1口：2,000円

事業に賛同していただいた
個人・団体対象の会費です。

法人会費 1口：5,000円

池田町にある法人各社にお願
いする会費です。

☆御寄付お礼☆

以上の方々からご寄付いただきました。
厚くお礼申し上げます。（Ｒ７.３.１～Ｒ７.６.11）

匿名者　様 ・・・・・・・・・・・・・・・・ 20,000円
故 荻窪文榮　様 ・・・ 車いす移動軽自動車（中古）１台
匿名者　様 ・・・・・・・・・・・・・・・・  2,100円
宮内英而　様 ・・・・・・・・・・・・・ 歩行車１台
浄念寺　様・・・・・・・・・・・・・・・  347,200円
池田町商工会青年部　様 ・・・・・ 食料品　多数
匿名者　様 ・・・・・・・・・・・・・・・・ 30,000円

浄念寺様より「地域のために
役立ててください」とご寄付
いただきました。サロン等で
使用するレク用品購入に充
てさせていただきます。

故 荻窪文榮様より車いす移
動軽自動車「ふみえ号」をご
寄付いただきました。
 ・ご家族より
 「福祉車両を必要としている
方のために役立ててください」

▲サポートてるてる
有償ボランティアによるちょっと
した暮らしのお手伝い

▲福祉大会の開催
多様性を認め合い、誰もが暮ら
しやすい池田町をめざして、を
テーマに開催

▲福祉教育
子どもたちが支え合うことの大
切さを育むために

□あんしん生活サポート事業　　□心配ごと相談所開設　　□ボランティア保険加入助成

▲炊き出し訓練
災害時に備えた、炊き出し訓練
の材料費に

▲ようこそ赤ちゃんプレゼント
ボランティアさんの手作り品を
プレゼント

　池田町社協は、「支え合い・助け合いのつながりのもとで、池田町に暮らす全ての人が大切にされ、その人
らしく暮らせるまちづくり」を目指し、地域福祉の推進に取り組んでいます。
　そこで、住民の皆様及び法人の皆様には、福祉へのご理解と福祉活動にご参加いただくことをお願いして
います。参加していただく方法の一つとして、「会員制度」を設け、その「会費」は福祉事業を推進していく
ための貴重な財源となります。ご理解並びにご支援いただきますよう宜しくお願い申し上げます。

会費の使いみちの一部を紹介します

会費は
池田町の様々な福祉に

活用させていただきます
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令和６年度　池田町社会福祉協議会　事業・会計報告

日頃から、池田町社協の諸事業にご理解とご協力をいただきありがとうございます。
　理事会（令和７年５月30日開催）と評議員会（令和７年６月18日開催）の承認により、令和６年度
の事業報告、会計決算が決議されましたので報告いたします。

≪事業報告≫ ※抜粋
◆地域生活支援事業
　○福祉車両の貸し出し
　・貸し出し延べ回数：45回
　　（社協会員を対象に福祉車両の貸し出しを行っています）
　○あんしん生活サポート事業
　　（高齢、障がい等の理由で金融機関等に行くことや通帳

等の管理が困難な方を対象としたサービスを行ってい
ます）

　・金銭手続き支援サービス　利用延べ回数：957回
　・財産保全サービス　利用延べ回数：265回

◆ボランティアセンター事業
　○相談件数103件　斡旋件数91件
　〇ボランティア活動保険助成：231名

◆生活支援・在宅福祉事業
　○高齢者や障がい者に対する訪問や通所による介護サー

ビス
　○福祉輸送サービス事業（主に車いす等の方の外出の支援）

利用延べ回数：1,383件

◆子育て支援事業
　○ファミリー・サポート・センター事業
　・利用延べ回数：67回
　　（地域の支え合いによる乳幼児の一時預り）

◆支援事業の充実強化
　○生活困窮者自立支援事業への協力
　　（まいさぽ出張所の開設、食糧支援や物資支援、ボ        

ランティアによる弁当配達）

◆支援・援助事業
　○ふれあい・いきいきサロンの推進
　　（地域住民の仲間作りや閉じこもり予防等を行う支え

合い活動をしています）開催地区数：25地区
　○災害時住民支え合い活動推進事業
　　災害時住民支え合い活動推進セミナーの開催
　○サポートてるてる事業
　 ・活動延べ回数：2,372回
   ○ぶらりおでかけ乗りましょカー
　　　　　　　　　　　　　 （訪問型サービスＤ型事業）
　　（車での移動支援で、外出の支援）
　・利用延べ回数：162回
　○サポートてるてるプラス（訪問型サービスＢ型事業）
　　（車での移動支援と、買い物や受診等の支援）
　・利用延べ回数：189回
　○寄りましょ会（通所型サービスＢ型事業）
　　（週に１回やすらぎの郷にて体操等の活動）
　・利用延べ人数：435人

令和６年度　社会福祉事業決算について
資金収支計算書

開設社協・開設場所 時間 内容 相談員

池田町社協
(℡62-9544)
池田町総合福祉センター

“やすらぎの郷”

13：30～
15：30

なんでも
相談

心配ごと
相談員

開設日 時間 内容 相談員

松川村社協
(℡62-9000)
松川村福祉プラザ
ゆうあい館

7/2（水） 13：00～
15：00

生活相談・
人権擁護

民生委員
人権擁護
委員

13：00～
15：00

生活相談・
子育て

民生委員
主任児童
委員

13：00～
15：00

生活相談・
行政相談

民生委員
行政相談
委員

心配ごと相談所ご案内

8/6（水）

9/3（水）

開設社協・開設場所開設日
7/8（火）
7/22（火）
8/19（火）
9/16（火）

大北地区の社協で開設している相談所は、池田町在住であればどこでもご利用いただけます。
詳細は、直接開設の社協にお問合せください。(秘密厳守・相談無料です。)

※大町市社協（℡22-1501）、白馬村社協(℡72-7230)、小谷村
　社協(℡82-2430)でも開設しています。直接お問合せ下さい。

収入総額　　４３８，２７６，８６２円

会費収入・寄付金収入・
共同募金配分金収入 10,435,676円

補助金・受託金収入 43,230,119円

事業収入 2,338,375円

介護保険収入 205,692,488円

自立支援収入 21,105,220円

その他の収入 2,329,380円

施設設備等収入 4,240,500円

その他の活動収入 89,423,587円

前期末支払資金残高 59,481,517円

支出総額　　３７７，９７７，５６８円

法人運営・地域福祉・子育て支援・
共同募金・生活支援・基金運営・
調査企画・ボランティア事業支出

123,342,332円

地域活動支援センター事業支出 8,763,541円
特定相談支援事業支出 1,360,547円
障害児通所支援事業支出 14,210,897円
訪問介護事業支出 24,075,055円
デイサービス事業支出 113,653,481円
介護支援事業支出 15,866,479円
小規模多機能事業支出 60,905,019円
訪問看護事業支出 14,813,437円
介護予防・日常生活支援事業 986,780円

令和７年４月１日付で採用となりました
ので、お知らせいたします。

新入職員紹介 地域支え合い推進係
　　　　　社会福祉士　宮島　庸祐

みやじま　　  ようすけ

デイサービス高姫
　　　　 　　  介護員　原田　美咲

はら  だ　　　 み  さき

「生活就労支援センター  まいさぽ」 

生活困窮者自立支援事業の活動紹介

まいさぽは・・
　生活困窮者自立支援法に基づく、生活や就労等でお困り
の方の総合相談窓口です。働きたくても仕事がみつからな
い、住むところがなくなった、食べるものがない、家計が
苦しい等、不安や悩みをお聴きし、一緒に整理し、どうし
たら解決できるか、どんな支援があるか一緒に話し合いま
す。一人で悩まず、お気軽に相談ください。　

『フードドライブ・食糧支援事業』
フードドライブとは
　家庭で保存されたまま利用されず眠っていたり、
使う予定がない食料を持ち寄っていただき、食料を
必要としている方の支援に役立てる活動です。

募集するもの
●賞味期限の明記があり、期限が切れるまで
　１か月以上あるもの
●未開封で包装が破損されていないもの
●日本語表記されているもの
　例えば  レトルト食品・缶詰・インスタント食品・
　　　　  乾麺・お米（R５年、６年度まで）

まいさぽ大町
相談受付　月～金曜日（祝日除く）
　　　　　9：30～17：00
場　　所　 大町市社会福祉協議会
問 合 せ　  TEL0261-22-7083

まいさぽ出張相談所（池田）
相談受付　月～金曜日（祝日除く）
　　　　　8：30～17：30
場　　所　池田町社会福祉協議会
問 合 せ　 TEL0261-62-9544

実施場所
●ファミリーマート北安曇郡池田店、　
　JA大北会染店、JA大北あづみ病院店

●総合福祉センターやすらぎの郷内
　お持ちいただいた食品は専用のBOXに
　お入れください

▲やすらぎの郷内 ▲ファミリーマート各店舗

この活動は長野県長寿開発センター大北地区賛助会
池田グループの皆さんにご協力いただいています。

ご自宅でとれた野菜の寄付も
受け付け始めました！（やすらぎの郷内のみ）

詳細は池田町社協（62-9544）にお問合せください。

次の年金日まで食べるものがなく、
困っていました。連絡していいのか
迷っていましたが、助かりました。

食糧支援を利用された方の声
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新入職員紹介 地域支え合い推進係
　　　　　社会福祉士　宮島　庸祐

みやじま　　  ようすけ

デイサービス高姫
　　　　 　　  介護員　原田　美咲

はら  だ　　　 み  さき

「生活就労支援センター  まいさぽ」 

生活困窮者自立支援事業の活動紹介

まいさぽは・・
　生活困窮者自立支援法に基づく、生活や就労等でお困り
の方の総合相談窓口です。働きたくても仕事がみつからな
い、住むところがなくなった、食べるものがない、家計が
苦しい等、不安や悩みをお聴きし、一緒に整理し、どうし
たら解決できるか、どんな支援があるか一緒に話し合いま
す。一人で悩まず、お気軽に相談ください。　

『フードドライブ・食糧支援事業』
フードドライブとは
　家庭で保存されたまま利用されず眠っていたり、
使う予定がない食料を持ち寄っていただき、食料を
必要としている方の支援に役立てる活動です。

募集するもの
●賞味期限の明記があり、期限が切れるまで
　１か月以上あるもの
●未開封で包装が破損されていないもの
●日本語表記されているもの
　例えば  レトルト食品・缶詰・インスタント食品・
　　　　  乾麺・お米（R５年、６年度まで）

まいさぽ大町
相談受付　月～金曜日（祝日除く）
　　　　　9：30～17：00
場　　所　 大町市社会福祉協議会
問 合 せ　  TEL0261-22-7083

まいさぽ出張相談所（池田）
相談受付　月～金曜日（祝日除く）
　　　　　8：30～17：30
場　　所　池田町社会福祉協議会
問 合 せ　 TEL0261-62-9544

実施場所
●ファミリーマート北安曇郡池田店、　
　JA大北会染店、JA大北あづみ病院店

●総合福祉センターやすらぎの郷内
　お持ちいただいた食品は専用のBOXに
　お入れください

▲やすらぎの郷内 ▲ファミリーマート各店舗

この活動は長野県長寿開発センター大北地区賛助会
池田グループの皆さんにご協力いただいています。

ご自宅でとれた野菜の寄付も
受け付け始めました！（やすらぎの郷内のみ）

詳細は池田町社協（62-9544）にお問合せください。

次の年金日まで食べるものがなく、
困っていました。連絡していいのか
迷っていましたが、助かりました。

食糧支援を利用された方の声
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のご協力をお願いします！池田町社会福祉協議会会費
令和７年度

パラスポーツの魅力にふれました
　　　 ～ブラインドサッカーチャレンジ～

令和７年度

災害時住民支え合い活動推進セミナーを開催しました

　6月14日(土)、池田町総合体育館にて第２回ふるさとチャレンジ塾を開催しました。今回は松本
山雅B.F.C代表の中沢医さんを講師に、ブラインドサッカーを体験しました。２人１組のペアで、

アイマスクを装着した相手に分かりやすく動きを伝えるゲームや音の出るボールを用いてパスやドリブル
などに挑戦しました。ボールの音やアシストする仲間の声を頼りにコミュニケーションをとることが重要で、
中沢さんからは“声に出して話すこと・聞くこと・相手を思いやること”の大切さについて教えていただき、
体験後には「ピンチはチャンス、失敗を恐れずに挑戦してほしい」とエールをいただきました。参加した児
童からは「相手に分かりやすく伝えるのが難しかった」「楽しく挑戦することができた」と感想がありました。

　６月７日（土）池田町交流センターかえでにて、令和７年度災害時住民支え合い活動推進セミナーを開
催し、約80名の参加がありました。昨年のセミナーに引き続き、講師にNPO法人地域交流センター防災
担当理事の中橋徹也氏、ゲストに能登町春蘭の里事務局長の多田喜一郎氏を迎えました。実際の災害時、
体の不自由な方をどう避難させたのか、避難所から自宅へ戻るまでに何日くらいかかったのか等の質問に、
講師の方々から回答していただきました。
　参加された方からは「日ごろからの地域のコミュニケーションが大切」「災害時どこに避難するか家族と

事前に話し合いたい」等の声が聞かれました。

これからの季節、池田町
周辺の大雨と高瀬川上流
の大雨に注意が必要

避難所では暗い話をせず
に、明るい雰囲気でいられ
るように声掛けをしました

普通会費 １世帯：1,000円

池田町各世帯の皆様にお願い
する会費です。

賛助会費 1口：2,000円

事業に賛同していただいた
個人・団体対象の会費です。

法人会費 1口：5,000円

池田町にある法人各社にお願
いする会費です。

☆御寄付お礼☆

以上の方々からご寄付いただきました。
厚くお礼申し上げます。（Ｒ７.３.１～Ｒ７.６.11）

匿名者　様 ・・・・・・・・・・・・・・・・ 20,000円
故 荻窪文榮　様 ・・・ 車いす移動軽自動車（中古）１台
匿名者　様 ・・・・・・・・・・・・・・・・  2,100円
宮内英而　様 ・・・・・・・・・・・・・ 歩行車１台
浄念寺　様・・・・・・・・・・・・・・・  347,200円
池田町商工会青年部　様 ・・・・・ 食料品　多数
匿名者　様 ・・・・・・・・・・・・・・・・ 30,000円

浄念寺様より「地域のために
役立ててください」とご寄付
いただきました。サロン等で
使用するレク用品購入に充
てさせていただきます。

故 荻窪文榮様より車いす移
動軽自動車「ふみえ号」をご
寄付いただきました。
 ・ご家族より
 「福祉車両を必要としている
方のために役立ててください」

▲サポートてるてる
有償ボランティアによるちょっと
した暮らしのお手伝い

▲福祉大会の開催
多様性を認め合い、誰もが暮ら
しやすい池田町をめざして、を
テーマに開催

▲福祉教育
子どもたちが支え合うことの大
切さを育むために

□あんしん生活サポート事業　　□心配ごと相談所開設　　□ボランティア保険加入助成

▲炊き出し訓練
災害時に備えた、炊き出し訓練
の材料費に

▲ようこそ赤ちゃんプレゼント
ボランティアさんの手作り品を
プレゼント

　池田町社協は、「支え合い・助け合いのつながりのもとで、池田町に暮らす全ての人が大切にされ、その人
らしく暮らせるまちづくり」を目指し、地域福祉の推進に取り組んでいます。
　そこで、住民の皆様及び法人の皆様には、福祉へのご理解と福祉活動にご参加いただくことをお願いして
います。参加していただく方法の一つとして、「会員制度」を設け、その「会費」は福祉事業を推進していく
ための貴重な財源となります。ご理解並びにご支援いただきますよう宜しくお願い申し上げます。

会費の使いみちの一部を紹介します

会費は
池田町の様々な福祉に

活用させていただきます


